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東京都港区新橋6丁目4番3号
ル・グラシエルビル 7号館5階

主な支援団体 交通運輸連絡協議会
全国ときわ会連合会
日本港湾空港建設協会連合会
全国賃貸住宅経営者政治連盟

1972年　兵庫県姫路市生まれ
1991年　兵庫県立姫路西高校卒業
1995年　神戸大学工学部土木工学科卒業
1997年　神戸大学大学院建設学修了
1997年　運輸省入省
2003年　米国イリノイ工科大学経営大学院終了(MBA)
2003年　環境省水環境部 室長補佐
2006年　北海道開発局 室蘭港湾事務所長
2007年　北海道開発局 釧路港湾事務所長
2008年　釧路市 港湾空港部長
2010年　国土交通省 港湾局 国際調整官
2010年　伊東良孝衆議院議員 政策秘書
2010年　日本青年会議所　領土領海委員会
2010年　姫路ふるさと大使
2012年　釧路青年会議所卒業
2017年　衆議院議員（近畿ブロック比例）
2021年　財務大臣政務官
2024年
2024年
現　　在　自民党 参議院比例区支部長

比例代表も
候補者名で投票

※政党名でも可

比例代表
（全国区）

2枚目 比例代表

候
補
者
名

全国どこでも

候補者名の
投票数が増え
ると順位が
上がります

メール　info@shigemoto.net 

　陸・海・空にわたる交通運輸業界の業務は、国民の日
常生活に直結する一方、遥か海の彼方まで及んでいま
す。それだけに交通運輸界が抱える課題の解決には、広
範かつ深い見識と高度な専門性が求められています。
　「しげもとまもる」君は、かつては国土交通省で行政
を学び、その後は京都2区を選挙区とする衆議院議員と
して、政治の在り様を経験してきた人材であります。
　このたび、参議院議員（全国区）として、新たな政治
の舞台を目指す決意を明らかにしました。
　この上は、勇躍、その志の第一歩を踏み出すことがで
きますよう、皆様のお力添えを心からお願い申し上げる
次第でございます。

元運輸省大臣官房審議官
元参議院議員

国務大臣国家公安委員長

解 説 参議院比例代表選挙の投票方法
全国全ての地域にお住まいの
方に候補者名を書いていただ
ける「記名式」の選挙です。

1枚目 都道府県選挙区

候補者名
で投票

それぞれの
都道府県で

候
補
者
名

都道府県
選挙区

旅行、居合道（三段）、登山・キャンプ、ドローン
操縦士（DPCA認定）、小型船舶操縦士、アマチュア無線技士

趣味
特技

繁本　護

しげもとまもる
後援会入会は
こちらから↓

(一社)全国旅行業協会(ANTA)相談役
(一社)日本旅行業協会(JATA)アドバイザー
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しげもと公式
LINEスタート
登録はコチラ !!



ご 挨 拶

追い風に乗り出した今、
 好機を逃さずに観光産業が
  抱える課題を克服します‼ 

観光産業を取り巻く環境整備で
 更なる飛躍と共に、
  強い日本を創ります‼ 

　この度、観光業を代表する自由民主党公認候補予定者として、
2025年の参議院比例代表（全国区）選挙に立候補することとな
りました、しげもとまもるです。
　学生時代、神戸のホテルで宴会部門を担当しながら生計を立
て、学費を稼いだ経験があります。また、京都を代表する衆議院
議員として、修学旅行やインバウンド誘客の推進、コロナ対策、
資金繰り・雇用対策、そして「GoToトラベル」による需要喚起
などに全力で取り組んでまいりました。
　旅は人を育て、観光は地域づくりそのものです。そして、観光
は国や地域の垣根を越え、人々を結びつける力があり、さらには
世界平和に貢献する重要な役割を担っています。
　観光業界で働く皆さまの声を政策にしっかりと反映させ、日本
全国の観光地を守り育てるために全力を尽くしてまいります。
　どうか皆さまの温かいご支援を賜りますよう、心よりお願い申
し上げます。

これからの基幹産業を
 観光産業と位置付け
  戦略的に取り組みます !!

《コロナ後の成長が著しい我が国の観光産業。 
　観光を基軸に豊かな暮らし、  そして強い日本を実現します！》

国内交流人口・関係人口を増加させ、
更なるインバウンドの誘客で
地域活性化を推進します。

地域一体で魅力が昇華するように観光地・
観光産業の再生・高付加価値化を加速させます。

デジタル DX 化で業務の効率化と労働生産性を
引き上げ、誰もが働きやすい産業に整備します。

人手不足、オーバーツーリズム、バリアフリー等
顕在する諸問題に取り掛かります。
　観光立国 日本として幅広いインバウンドへ
柔軟に対応可能な受入環境を整備します。
　休み方改革の推進により国内旅行需要の推進と
平準化を図り、地方誘客の拡大を図ります。
　産学共同で現場をマネジメントできる観光人材を
計画的に育成できる大学教育を実現します。
　コロナ禍で多額の債務を負った事業者に
持続可能な経営を金融面で支援します。

多感な時期での修学旅行は旅の喜び感動と共に
自国への誇りと愛着を感じ、愛国心を育みます。
　次代を担う青少年の国際交流機会を拡大し、
将来の日本の国際競争力強化に貢献します。

インアウト双方向交流の拡大に資するよう、
旅客税等の活用を通じて国際相互理解の拡大を図ります。

地域の食文化/店と観光のコラボレーションで
日本の食文化を世界へ発信します。
　観光を支える航空・新幹線 /鉄道 /リニア、タクシー、
バス、フェリー、高速道路等のネットワークの充実・
拡充は国民生活を豊かにします。
　観光産業の危機管理機能を強化することで、
自然災害時に国民の生命・財産をまもります。
　感染症流行時等、地域医療と宿泊施設の連携が
必要な場合、スムーズに稼働するよう事前に
枠組みを作ります。
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